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地域に根ざし、地域に学び、地域を拓く人を育む学校の地域貢献活動 
県立市原高等学校 

Ⅰ ～地元洋菓子店とコラボした商品開発～ 

 本校は、平成３１年（令和元年）４月１日に、市原高校と鶴舞桜が丘高校が統合して、新・市原高校

として生まれ変わりました。統合後は、普通科と園芸科を有しています。普通科は、２年時に商業コー

スを選択でき、３年時には福祉コースを選択できます。園芸科は、２年時に草花・野菜・緑地管理コー

スを選択できる学校です。統合後の校訓として、地域共創・自主自律を掲げています。 

 

１ 地域の食材を活用し商品開発を通じた地域への貢献と地域の活性化 

  普通科３年生選択科目「フードデザイン」を選択した生徒１０名が、千葉県や市原市の生産物を知

る中で学習の成果として地域の果物を活用したお菓子作りができないかとアイディアを出し合いなが

ら試作品を作り始めたのが出発点です。３回の試作品づくりと試食を通じて、思いのほか良いお菓子

が出来上がったので、地元の洋菓子店に相談して一緒に商品化ができないかとプロジェクトがスター

ト。さらに、試行錯誤を繰り返しながら３ 

つのプレゼン用の試作品を作り上げました。 

生徒の代表とともに試作品を持ち、洋菓子店で 

プレゼンを行い、結果、１つの試作品が採用さ 

れました。レシピと共に、洋菓子店に商品開発 

をお願いしました。 

２ 地元洋菓子店との協同商品開発 

  わずか数週間で、生徒たちの思いをくみ取った   

 商品化に向けた試作品第１号が完成。試食と感想  左の市原市姉崎産のイチジクジャムを使った試作品が 

 を店主に伝えるとともに、商品名と個包装のデザ  採用されました 

インを決定しました。１か月限定販売という条件 

で１つの商品が店頭に並びました。 

 

 

 

 

 

 

 

  

  完成したスイーツの正式名称は「ちばニャン～イチジクとバター 

 の香りをのせて～イチジクとクリームのマリトッツォ」としました。 

店頭販売が始まったとの知らせを店主からいただきフードデザイ 

 ン選択者全員でお礼のあいさつと店頭販売の様子を見に行きました。  

  商品完成後の生徒のアンケートには、「自分たちで考えた商品が、 

 販売されてうれしかった」「よい経験になりました」「市原市を改め 

 て知るよい機会になりました」「商品開発ができて楽しかったです」 

 などの感想が寄せられた。                     店頭に陳列されたコラボ商品 

千葉日報でも大きく取り上げていただいたおかげで、地元の住民    

からも「なかなか商品が買えないんだけど。」「地元の洋菓子店とコ 

ラボしたんだね。美味しかったよ。」と高評価をいただきました。 

１１月中旬から約１ヶ月限定販売で、販売総数は７５７個でした。 

  本校では、今後も地元の食材を使った商品開発を地元の企業と共 

 同開発という形で、生徒たちに原案作成、試作品づくり、企業への 

 プレゼンそして商品化を通じて生徒たちに成功体験という感動を味 

合わせたいと考えています。さらに、地域の方々と連携・交流する    開発にご理解と協力いただいた 

ことで地域活性化の一助となる取組を進めていきたいと思います。      吾妻堂店主と記念撮影 

≪開発コンセプト≫ 
「チバニアン」みたいな 

スイーツにしよう！ 

「ブリオッシュ」 
牛乳・バター・卵を多く

使った発酵パン 

「イチジクジャム」 

「生クリーム」 

「イチジクジャム」 
≪販売品名≫ 
「マリトッツオ ちばニャン」 
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Ⅱ ～高齢者施設に創作かるたを贈呈～ 

 

本校には、普通科と園芸科がありますが、普通科の生徒は、福祉の授業を受けることができます。 

普通科の２年生が全員、社会福祉基礎を２単位履修し、さらに福祉の学習を深めたいという生徒は３

年時に福祉コース（定員１８名）に進みます。福祉コースの授業は、生活支援技術（５単位）、介護総

合演習（Ｒ３入学生までは３単位、Ｒ４入学生からは４単位）で、その時間内で『介護職員初任者研

修』を行っています。その研修を担当しているのは、福祉教諭２名と特別非常勤講師９名で、単年度 

（１０か月）内で研修をまとめている点が特徴です。 

 

１ コロナ禍における地域高齢者施設との連携 

本校では、普通科２年生全員が福祉教科の科目「社会福祉基礎」を学んでいます。指導に当たる 

石塚教諭は、「科目を学んでいる生徒たちに高齢者施設を訪問させ、高齢者とコミュニケーション 

をとったり、高齢者とともにレクリエーションをするなどのふれあいボランティア活動をさせるこ

とを考えたが、コロナ禍で施設の中に入ることが難しいため、訪問をせずに高齢者のために出来る

ことは何かないかと考え、２学期の後半に４～５時間を使い、かるたを制作してプレゼントするこ

とにしました。」と制作とプレゼントの経緯を話してくれました。 

 

２ 高齢者施設に創作かるたを贈呈 

２年生１名が生徒代表として、介護老人保健施設クレイン（市原市石川）の施設長に完成した

「創作かるた」を２学期終わりに贈呈しました。贈呈した創作かるたは、取り札が A5サイズ、読 

み札は A5サイズを少し小さくした大きさです。取り札と読み札を分けやすくするために、読み札 

を A5サイズから少し小さめのサイズにするなどの工夫を行いました。市内の高齢者施設にプレゼ 

ントするために４セットを分担して延べ４～５時間かけて制作しました。 

 

 

 

 

 

 

 
  創作かるたを入れた収納ケース                ケースに収納した創作かるたの一例 

 

２年生を代表して同施設を訪れた山中さんは、「施設の方々 

に喜んでもらえるように、かるたの文章や絵を工夫しながら書 

きました。施設の方々の笑顔を想像しながら楽しくかるた作り 

をすることができました。」と語りました。施設長は、「入所者 

は、かるた好きな方が多いので、非常に助かります。活用させ 

ていただきます。」と笑顔で語りながら受け取っていただきま 

した。 

千葉日報にも当日の様子を取り上げていただきました。 

贈呈式当日の様子や練習時の様子は、学校のホームページ     創作かるた贈呈時の様子 

（市高ＮＯＷ No.263や普通科福祉コースのページ）に掲載し 

てあります。 

 後日、本校教諭が市内の他の３施設を訪れ、残り３セットも贈呈しました。                         

 後日談として、福祉コースの「先輩の職業体験を聞く会」時に、創作かるたを贈呈した施設に勤

務をしている卒業生が来校した際に、かるたの利用状況を聞いてみたところ、「楽しみながら、よ 

くかるたをする方々が多いですよ。」という話が聞けました。 

 

 本校では、引き続き創作かるたを作成し、市内の高齢者施設に贈呈することで、地域の方々との

交流を深めていきたいと思います。 
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Ⅲ ～高齢者施設にレクリエーションＤＶＤを贈呈～ 

 

本校では、普通科の３年時に福祉コースを選択することができます。選択した多くの生徒たちが介護

職や看護師等を目指します。コース内の授業では、福祉教諭２名と外部から招いた特別非常勤講師９名

で、「生活支援技術」「介護総合演習」の科目を活用して『介護職員初任者研修』を行っています。単年

度（１０か月）内で研修をまとめている点が本校の特徴です。 

 

１ コロナ禍における地域高齢者施設との連携 

一昨年、本校吹奏楽部は、演奏動画を市原市内の高齢 

者施設に贈り、施設内でのレクリエーション時に視聴して 

いただきました。演奏動画を贈ったいくつかの施設からお 

礼の手紙をいただき、生徒の励みになる取組があったこと 

が、福祉コースの生徒によるレクリエーションＤＶＤ制作 

の出発点です。福祉コースの生徒たちは、高齢者施設を訪 

問してのボランティア活動が新型コロナウイルス感染症予 

防の観点から難しい状況となりました。そこで、福祉コー 

スの生徒たちが吹奏楽部の協力を得ながら生徒と一緒に音       練習・撮影時の様子 

楽に合わせて体を動かしていただくＤＶＤを制作して、施 

設内で一緒に少しでも体を動かしてもらえればと考え高齢者施設に贈ることを決めました。 

   

２ 市原市内高齢者施設２７か所にレクリエーションＤＶＤを贈呈 

コース選択の生徒３年生１４名は、合計１４時間かけて 

レクリエーションＤＶＤ制作に向けて体操の練習と準備を 

進めました。生徒が主体的に、全員参加のオリジナル体操 

とグループ単位の体操と体操の振り付けとナレーションを 

考えました。高齢者が無理なく体を動かせるように、高齢 

者の動きを想像しながら４つのリズム体操（全体１つ、グ 

ループ３つ）を何度も撮影しては映像を見て改良を重ね制 

作しました。 

参加した生徒たちは、音楽に合わせて体を動かすことに 

集中しすぎたために、全体を総括するリーダー役の生徒か 

ら「もっと楽しそうに笑顔を見せて」と何度も指示がでて   市内２７の高齢者施設に贈呈したＤＶＤ 

いました。 

千葉日報にも取組の様子を取材していただきました。取材当日の様子や練習時の様子は、学校の 

 ホームページ（市高ＮＯＷ No.274）に掲載してあります。 

    

生徒たちは１年間の学習の集大成としてＤＶＤ制作にあたり、「高齢者が、ＤＶＤを見ながら楽し

く一緒に踊っていただけたらうれしい」との思いで取り組んできました。 

   施設の方からは「高校生の動きに合わせて楽しく体を動かしています。」と好評な感想だけでなく

「体操の動きが少しゆっくりすぎる。」と改善点を指摘していただいた感想もいただくことができまし

た。 

 

  本校では、引き続きいただいた感想を参考にしながら、改良版のレクリエーションＤＶＤ制作を継

続し、施設の方々や高齢者に寄り添えるような取組と交流を深めていきたいと思います。 
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Ⅳ ～絵本の読み聞かせを通じた園児との交流～ 

 

 本校では、図書委員会の生徒が絵本の読み聞かせを通じた地元のこども園との交流を１２月頃に行っ 

ています。 

 

１ コロナ禍における地元こども園との交流・連携 

新型コロナウイルス感染症の影響で、本校図書委員会が取り 

組んできた「絵本の読み聞かせ」交流が止まってしまいました。 

コロナ禍でもできる取組を考えようと交流再開に向けてのプロ 

ジェクトが動き出しました。交流経験者がいなくなってしまっ 

たために、最初に取り組んだのは県中央図書館から講師を招い 

ての「読み聞かせ講習会」です。生徒に本に対する興味・関心 

を喚起するため、近隣こども園で読み聞かせボランティア実現 

を目的に、絵本の読み聞かせの専門家を招き指導を受けること 

で、読書指導の充実や読み聞かせ力の向上を図りました。       読み聞かせのグループ練習 

 

２ リモートによる絵本読み聞かせで園児と交流 

  こども園との入念なる話し合いの結果、リモートによる絵本 

の読み聞かせボランティアの実施が決まりました。１・２年生 

の図書委員会の生徒１３名が、本校図書室とこども園をネット 

でつなぎ読み聞かせを実施しました。生徒１名は司会者となり、 

残りの生徒は３人一組で、読み、絵本のページめくり、ページ 

めくりのタイミング指示の担当者となり、園児４１名に絵本の 

読み聞かせ（５歳児対象１３人、４歳児対象９人、３歳児対象 

１１人、２歳児対象３人、０～１歳対象５人）を合計で５回行 

いました。                            本校図書室の生徒の様子 

 

                 スクリーン越しに映る高校生からお話を聴いた４～５歳の園 

児は画面越しに真剣にお話を聴き、０～３歳の園児は絵本の絵 

と同じことや手を振るなど反応が高く年齢による違いが見られ 

ました。３歳の女の子は「読んでくれてうれしかった」とふだ 

ん園では手を上げない園児が手を上げて、高校生とお話をした 

いと反応を示してくれたそうです。５歳の男の子も「絵本が楽 

しかったです」と感想を聞かせてくれました。リモートによる 

初めての読み聞かせの試みでしたが園児は、反応や興味を示し 

こども園側の園児の様子     てくれました。 

                   生徒たちは、「園児の反応 

がすごくかわいかった。すごく素直で、読んでいる側も楽しかっ 

たです」（３歳児を担当し、「おむすびころりん」を読んだ１年生 

女子）「０～１歳の園児たちがわかるようにゆっくりしゃべったが、 

難しかったです」（「だるまさんの」を読んだ１年生女子）と感想 

を述べた。司会を担当した生徒は、「みんな最初は慣れていないの 

でぎこちなかったが、だんだんテンポよく読めるようになって良 

かった」と各グループの取組の様子を語りました。 

千葉日報に取組の様子を掲載していただきました。       席を立ち画面の高校生に反応する園児                                
 

 

本校では引き続き、図書委員会による絵本の読み聞かせボラン 

ティアを通じて園児や地域との交流を深め、本校生徒のコミュニケーション能力を伸ばしていきたい

と思います。 
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Ⅴ ～植栽を通じた地域との交流～ 

 

 本校園芸科６６名は、２年時に野菜・草花・緑地管理コースの３つのコースから１つを選択すること 

ができます。草花コースを選択した生徒たちは、自分たちでデザインを描き、植栽を通じて地域の方々 

との交流を通じてコミュニケーション力の向上を図っています。 

 

１ 館山自動車道上り線市原サービスエリア花壇の植栽 

草花コースの生徒たちは、年に２回（６月と１１月）、館山 

自動車道上り線市原サービスエリア内の花壇で草花の植栽を行 

っています。３年生が初夏の花壇、２年生が初冬の花壇を担当 

します。生徒たちが案を出し合ってテーマを決め、花壇のデザ 

インを完成させます。草花コースの授業内で大切に育ててきた 

季節の草花苗を用いて、(株)ネクスコ・メンテナンス関東の職 

員と一緒にコミュニケーションをとりながら、花壇に１つ１つ 

丁寧に草花を植えていきます。                （株）ネクスコ・メンテナンス関東の 
                                 皆さんとの共同作業 

２ 生徒のデザインを生かした花壇づくりで地域貢献 

  サービスエリアの一画に、市原高校に任されている花壇があります。 

不特定多数の方の目に触れる機会がある場所のため、より一層の責任 

感を持って取り組んでいます。本番に向けてデザインを決めるだけで 

なく、メインとなるデザインの図案をもとに、事前に実寸大の花壇の 

図面を描いたうえで草花苗を配置して、角度を変えたり脚立の上から 

バランスを確認しながら、デザインの最終決定を兼ねて、生徒の分担 

と動きを確認しています。作業本番時は、生徒たちが（株）ネクスコ 

・メンテナンス関東の職員にイメージを伝えながら共同作業を依頼し 

ます。特に、初夏の花壇作成時は、炎天下の中での作業となるために、 

職員の方々との連携、水分補給や休憩など、コミュニケーションが大    ２年生の案 

切になってきます。                        

  

                                     

 

 

 

 

 

   草花のポットを置き、見え方や      ブルーサルビアで市原市の市章    ２年生がデザインした花壇 

必要なポット数を確認          を描いた３年生デザインの花壇 

  

  植栽を行った生徒は、「デザインを事前に学校で練習していたので、本番はてきぱき動くことができ

ました。本番では（株）ネクスコ・メンテナンス関東の方と話をしたり、コミュニケーションを取り

ながら楽しく作業をすることができました。」「皆で協力してデザインをきれいに再現することができ

ました。花を置くバランスなど難しい部分もありましたが、練習していたので、しっかり配置するこ

とができてよかったです。」と取組時の様子を語りました。 

（株）ネクスコ・メンテナンス関東の職員は、「学校の様子や生徒さんたちの考えなど、いろいろな

話をしながら楽しく作業ができ、年２回の市原高校の生徒さんとの花壇植栽をとても楽しみにしてい

ます。市原サービスエリアの環境美化にご尽力いただき感謝しています。」と感想を話しました。 

  取組の様子は、学校ホームページ（市高ＮＯＷ No.165, 254, 332）に掲載してあります。 
  
  本校では、引き続き、市原サービスエリア内の花壇の植栽を通じて地域の環境美化に尽力します。 

 

葉ボタン 

葉ボタン 

パンジー 

パンジー パンジー 

パンジー 

パンジー 
パンジー 
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Ⅵ ～その他の植栽を通じた地域との交流～ 

 

１ 小湊鐵道上総牛久駅ホームの草花による装飾 

  本校の生徒の多くが、上総牛久駅を利用して通学をしています。駅のホームにある花壇に花がなく 

寂しい状態が続いていましたので、上総牛久駅の駅長に提案をして、昨年度から駅ホームにある花壇

に園芸科の草花コースの生徒が育てた草花の苗を定期的に植え変えたり、植栽した鉢植えをホームに

多く置くことで、駅を利用する地域の方々や観光客に楽しんでいただいています。 

 

 

 

 

 

 

 

 
   駅のホームにある花壇の植栽           駅のホームにおかれた植栽したプランター 

 

２ 地域のコンビニ店舗前の草花による装飾 

  本校の生徒が、登下校でお世話になっている地域のコンビニ 

エンスストアの店舗入り口付近に植栽したプランターを置かせ 

ていただき、お店の店長や従業員の方々との交流を進めていま 

す。従業員の方々の中には、花の手入れが上手な方々が多いの 

で、花が長く開花しています。花の手入れが上手で、花の開花 

時期が長いので、生徒とのコミュニケーションも弾んでいま 

す。来店者に、本校の生徒が育てた草花を楽しんでいただいて 

います。 
                                店長さんと一緒に活動しています 
                                 

３ 女子ゴルフトーナメント会場での装飾活動 

  草花コースと緑地管理コースの生徒たちが協力して、毎年４月下旬に市内ゴルフ場で開催されるゴ

ルフトーナメントにおいて、草花コースの生徒が育てた草花苗６，０００ポットを使いデザインを考 

 え、ゴルフトーナメントを華やかにするお手伝いを市原市役所協力のもとで実施しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 
   草花苗の入ったケースごとに       今年は６，０００ポットの苗を使用       即席の花壇の完成 

置いていきます          斜面があるので、運搬も一苦労です    春を感じられる花壇の完成です 

 

４ その他の植栽活動 

（１）市原市役所第一庁舎入口に植栽したプランターを定期的に設置し、来庁者を草花でおもてなし。 

（２）房総里山芸術祭いちはらアート×ミックス２０２０＋における展示会場の花壇の植栽で来場者を

おもてなし。 
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